
 

防水保証書ひな形 
 

 

【建設工事標準下請契約約款準拠の場合】 
 

 

各社の方針に従い書き 
 

 

換えをお願いします。 

                            証No.             

 

 
 

防 水 保 証 書 
年  月  日 

1．工 事 物 件 名  

2．現  場  住  所  

3．防  水  工  法  

4．施  工  部  位  

5．施  工  面  積  

6．保  証  期  間 

   年  月  日より２年間。又は、左記期間内で保証期間開始後１年間を経過した後

に発注者又は居住者が漏水を知り、防水工事会社に通知をしたときは通知から１年間。 

 但し、保証期間内に具体的な漏水の内容等当該請求の根拠を示して、防水工事会社に対して

漏水に関する責任を問う意思を明確に告げることにより請求を受けたものに限り、当該防水層の

修補責任を負います。 
 

【防水保証範囲】 
下請負人である防水工事会社の責めに帰すべき事由により上記工事に関し防水工事会社が施工した屋根防水層から建物内

部への雨水の浸入が発生した場合及び屋内防水層から隣接又は下階の建物内部への水の浸入が発生した場合（本書では漏水
という）には、次の責任範囲により当該防水層の修補を致します。 

【責 任 範 囲】 
① 漏水が防水工事の施工に起因する場合は、防水工事会社の責任とします。 
② 漏水が防水工事材料に起因する場合は、防水材料製造会社の責任とします。 

【免責事項】 
① 天災地変等不可抗力と認められる場合 
② 工事対象物の構造上又は設計上の欠陥に起因する場合 
③ 防水施工箇所以外からの漏水の場合 
④ 防水工事会社及び防水材料製造会社以外の第三者の過失又は故意による防水層損傷の場合 
⑤ 注意事項に反した使用及び維持管理の不良により生じた漏水の場合 
⑥ 当該漏水に関し防水工事会社及び／又は防水材料製造会社が調査の要請をしたときに調査の機会が与えられない場合 
⑦ 建物の所有権が移転された場合に防水工事会社の承諾がない場合 
⑧ 受領確認欄も含めて、本書に捺印がない場合 

【使用上の注意事項】 
①   
②   
③   
④   
⑤  

【維持管理のお願い】 
①   
②   
③   
④   
⑤  

 

防 水 工 事 会 社：                ㊞ 

 
 

防水材料製造会社:                 ㊞ 

 

【受領確認欄】上記記載事項を確認し、防水保証書を受領したことを確認する。 

    年  月  日                                 

                     ㊞ 

 

 殿 


